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日用生活用品等の放射性核種濃度データの収集!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!●""""
センターのうごき !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!●####

日用生活用品等の放射性核種濃度データの収集

"$ はじめに

　現在稼働中の原子力発電施設も一般的な施設
と同様に施設の老朽化に伴って建設後数 !" 年で
運転を停止する。我が国では運転を終えた発電施
設は、解体・処分する方針である。
　発電施設の解体に伴って発生する廃棄物のう
ち、放射性廃棄物として取り扱う必要のない物を
区分する放射性核種濃度をクリアランスレベル
と呼ぶ。
　クリアランスレベルは、平成 !! 年 # 月に原子
力安全委員会によって取りまとめられたが、区分
値の妥当性を社会にも説明が可能となるよう、私
達の身の回りに存在する物品に含まれる放射性
核種濃度のバックグラウンド（以下「$%」という）
を調査し、その評価を行った。

%$ 放射性核種濃度データ
&!' 日用品の $%の文献調査
()金属の含有放射性物質
　金属の $%の国内外の文献について調査を

実施した。その結果、国内での調査分析例は
ほとんどなく、!*+"年代を中心とした米国等
の海外の文献値を引用する形での記述がな
されている。それによると国内の原子力プラ
ントで使用されている一般金属やその他の
関連材料の含有放射性核種濃度は、炭素鋼
（,-）、ステンレス鋼（-.-）及びアルミニウ
ムでは .-/#0 系列及び 12-/#/ 系列核種並び
に 3-4" が含有され、一部の鉄では ,5-+" も
含有されている。これは、溶鉱炉壁腐食厚さ
のモニタリングに用いられた ,56+" 線源に
起因するものである。また、塗料は 3-4" を
含有している。

7)一般環境物質の含有放射性核種
　一般環境に存在する $%については人間へ
の影響の観点から !*88、�0/、�00年等の国連
科学委員会報告書にまとめられている。宇宙
線生成物質の 96# は水中で ")/～")*$:;<=、
$>68が大気中で #?$:;?#、,6!4が生物圏で
/#"$:;<=程度存在すると報告されている。ま
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た、原始放射性核種は、岩石や土壌に 364"：
!""～ !"""$:;<=、.6/#0： !"～ +"$:;<=、
126/#/：8～0"$:;<= 程度含まれ、また、建
材中のコンクリートやセメント中には 364"、
@(6//+、126/#/ 等が含まれる。人間の体に
も平均的な成人で、364" が A*$:;<=、,6!4
が A/$:;<=、その他 .6/#0系列核種や 126/#/
系列核種が微量含有されている。

B)食品の含有放射性核種
　食料品の含有放射性核種の調査では、364"，
.6/#0 系列核種の @(6//+，C76/!"，C56/!"
の分析例がある。昆布やわかめ等の一部の藻
類には数千 $:;<=、お茶などにも数百 $:;<=
もの 364" が含まれ、@(6//+ は卵やお茶、
C76/!" は一部の大豆や肉類、C56/!" は魚介
類や藻類の一部にも含有されている。

D)工業製品
　化石燃料やリン酸肥料等には多い物では
364"，.6/#0 系列、126/#/ 系列核種が数千
$:;<= 含有される。また、他の物質ではモレ
キュラーシーブ、ゴム、油、塗料、はんだ、
鉛等には数 !"$:;<=レベルで放射性核種が含
まれている。

>)放射性物質を利用した製品
　放射性物質を積極的に利用した製品（コン
シューマープロダクツ）には、時計の文字盤
や針などの夜光塗料、電子管や真空管、静電
防止器、煙探知器等がある。また、天然のウ

ランやトリウムを含むものとして陶器、セラ
ミックの釉薬（うわぐすり）、ガラス、ブラ
ウン管、溶接棒等がある。これらの製品に用
いられている放射性核種には 96#，C?6!48，
@(6//+，3E60A，FG6+#，,56+"、H?6/4!等が
ある。使用されている放射性核種レベルはか
なり広い幅を持つが、製品によっては
I&!"+'$:;個から %&!"*'$:;個オーダーで放射
性核種を含有している製品がある。

&/' 実測データ
!'コンクリートの $%の実測評価
　コンクリートの $%は、全国 *"カ所の生コ
ン工場より採取したコンクリート原材料（細
骨材、粗骨材各 ++サンプル、セメント +"サ
ンプル、混和材 #サンプル）の放射性核種濃
度を実測した。そのデータを、生コン工場の
配合比率調査結果を基に配分することによ
り、コンクリートの仮想放射性核種濃度分布
を計算する方法を採用した。
　具体的には、JK-HA#"0のレディーミクスト
コンクリートで規格化された一般コンクリ
ート（/!6!A6/"F、/!6!A6/"$$、/46!A6/"F、
/46!A6/"$$）、及び原子力発電施設用（/46
!/6/"L$、/46!/6/"I、/46!/6/"L$MI）の配
合を対象に、仮想コンクリートの放射性物質
濃度を推定した。
　その濃度分布は配合による大幅な違いは
なく、その例を、図 2-1、2-2 及び 2-3 に示
す。
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図 2-1　一般的なコンクリートの放射性物質濃度
分布推定（21-15-20N）
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図 2-2　一般的なコンクリートの放射性物質濃度
分布推定（24-12-20BB）
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JK-HA#"0の規格の説明
（例） /!6 !A6 /" F

※!※/ ※#※4
※!：呼び強度&F;??/'「圧縮強度を示す」
※/：スランプ値&B?'「やわらかさを示す」
※#：粗骨材の最大寸法&??'
※4：F ：普通ポルトランドセメント

$$ ：$種高炉セメント
L$ ：$種フライアッシュセメント
I ：中庸熱ポルトランドセメント
L$MI ：L$ 及び I を !N! の使用割合である

とした場合

　また、原子力発電所建設当時のコンクリー
トについて、A サンプルを採取し、放射性核
種濃度の測定を行った。その結果を表 2-1に
示す。放射性物質濃度は、4"0～4*#$:;<= の
範囲に分布しており仮想コンクリートの評
価結果と矛盾のない値が得られた。

/'日用品等の $%の実測評価
()グローランプ
　γ線スペクトロメトリー測定結果を表
2-2 に示す。/ サンプルを分析し、対象核
種である 3E60A、C?6!48をそれぞれ検出し
た。3E60Aについては !個あたり !)AO<$:、
C?6!48については !4O<$:の放射性核種量
が含まれていることが分かった。

7)夜光時計
　測定結果を表 2-2に示す。夜光時計につ
いては、国内製 /サンプル、外国製 /サン
プルを測定した。国内製では夜光塗料に
C?6!48 を使用したものを測定し、時計 !

個あたり A)AO <$:及び !!"O <$:の C?6!48
が含まれていた。また外国製では @(6//+

を使用した試料を測定したところ、時計 !
個あたり #)4O <$:及び !)+O <$:含まれてい
ることが分かった。

B)カメラレンズ、陶器、ガラス製品、
　γ線放出核種については %>検出器、.6
/#0、126/#/に関しては誘導結合プラズマ
質量分析法（以下「K,C6I-」という。）
による元素定量を行った。γ線スペクトロ
メトリー測定結果を表 2-3、K,C6I- を用
いた分析結果を表 2-4に示す。なお、分析
したコンクリート中放射性核種濃度の測
定結果を比較のため、表 2-3中に記載した。
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図 2-3　原子力発電施設コンクリートの放射性物
質濃度推定（24-12-20 FB+M）

表 2-2　グローランプ及び夜光時計試料のγ線スペクトロメトリー測定結果
単位：$:;試料

3E60A C?6!48 @(6//+
試料名 試料の仕様等

核種量 計数誤差 核種量 計数誤差 核種量 計数誤差

H F(PG5Q(R製 L%!S/C !)ASM"# !)*SM"! 6 6 6 6
グローランプ

$ 1T-9K$H製 L%!S6AC$ 6 6 !)4SM"4 8)ASM"/ 6 6

H -SK3TOU.H@1VO-GRW>EX(W>日本製 6 6 A)ASM"# A)4SM"/ 6 6

$ ,K1KVSFOH11S-H日本製 6 6 !)!SM"A !)ASM"# 6 6

, @THIS@OYSZ.[SO!8OJSXSZ-スイス製 6 6 6 6 #)4SM"# 4)!SM"!

夜光時計

Y FK3-TFO/!OJSXSZ-スイス製 6 6 6 6 !)+SM"# #)/SM"!

備考 !)分析結果は、放射性核種量及び計数誤差ともに有効数字 /桁で示した。
備考 /)分析結果は、日本分析センターが試料を受領した日に減衰補正した値である。
備考 #)分析対象外試料を6で示した。

表 2-1　原子力発電施設コンクリートの放射性核
種の濃度測定結果

濃　度&$:;<='
試料番号 /"#1G /!4$G //0HB /!4C7 4"3 合計
H +)! !/)A !0)! !+)/ 4"4 4A+

$ +)+ !A)A !0)A !8)* 4#4 4*#

, 8)" /")! /")" //)8 #*+ 4++

Y +)! !A)* !A)+ !*)" #A! 4"0

S A)4 !A)0 !4)0 !0)* #A+ 4!!

平　均 +)/ !+)" !8)4 !0)* #00 448
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4
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2
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�
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　カメラレンズについて、/サンプル分析
した結果、.6/#0濃度 !)/及び +)4O$:;<=、
126/#/濃度 ")/4及び #+O$:;<=であった。
過去に高屈折率低分散のレンズを作るた
め、酸化トリウムを添加していた時代があ
り（最近では使用されていない）、物によ
って 126/#/ 濃度にばらつきがあると考え
られる。γ線放出核種では、主に Z(6!#0、
364"、126//8、@Q6/!* などが含まれてい
ることが分かった。特に、364" について
は今回測定した結果、+A"及び /*""O$:;<=
含まれており、コンクリート中の 364" 濃
度と同等もしくはそれ以上の値であると
いう結果であった。
　陶器については / サンプル分析し、.6
/#0濃度 /+及び #*O$:;<=、126/#/濃度 4)8

及び !0O $:;<= という結果であった。天然
ウラン・トリウムを含むものが市販されて
いることが分かった。γ線放出核種では、
364"、C76/!4、$G6/!4、HB6//0、C76/!/、
1R6/"0が検出された。濃度はコンクリート
とほぼ同等の値であった。
　ガラス製品について今回収集したもの
については !)8から +)/O$:;<=程度の.6/#0
を含んでいることが分かった。126/#/ に
ついては、最小で ")0*O $:;<=、最大で *8
$:;<= 含んでおり、/ 桁程度のばらつきが
あった。物によっては比較的高濃度のトリ
ウムを含むガラス製品があることが分か
った。γ線放出核種については陶器とほぼ
同様に検出され、濃度もほぼ同等の値であ
った。

表 2-4　日用品及び金属の ICP-MS を用いた分析結果
単位：$:;<=

.6/#0 126/#/
試料名 試料の仕様等

濃度 計数誤差 検出目安 濃度 計数誤差 検出目安

試料重量
（=）

H 湯飲み黄色釉薬 /+ ")4 ")/ 4)8 ")"* ")"4 ")+!"+陶器
$ 湯飲み茶色釉薬 #* ")+ ")# !0 ")/ ")"* ")4**+

H コップ透明青イタリア製 #)0 ")!4 ")"8 +)# ")"A ")"/ ")A"!/

$ うつわ透明緑日本製 A)A ")!/ ")"+ *8 !)+ ")4 ")A/4#

, コップ透明青日本製 !)8 ")"/ ")"/ ")0* ")""A ")""A ")4**#

ガラス製品

Y コップ透明模様付フランス製 +)/ ")"* ")"+ !)* ")"! ")"/ ")A#88

H 1HI@TF製 !)/ ")"4 ")"/ ")/4 ")"!! ")""A ")/"!#カメラレンズ
$ CSF1H[製 +)4 ")/+ ")"A #+ ")+ ")"* ")!0**

H 家庭園芸用窒素 +\リン酸 //\カリ #"\原産国：ドイツ /)* ")"4 ")"/ ")"!* ")""#4 ")""# ")A!"!

$ 家庭園芸用窒素 "\リン酸 /A\カリ !!\原産国：日本 !!"" #" + /)8 ")"+ ")"/ ")A!"A

, 家庭園芸用窒素 /"\リン酸 !"\カリ /"\原産国：アメリカ ")"4A ")""A/ ")"/ ")"!" ")""/# ")""# ")A!"/

Y 農業用窒素 !/\リン酸 !0\カリ !+\原産国：日本 +"" !0 + A)0 ")!# ")"# ")A+A0

S 農業用窒素 !A\リン酸 !"\カリ !/\原産国：日本 ++" !+ A +)! ")"8 ")"4 ")A+"*

日
　
用
　
品 肥料

L 農業用窒素 +\リン酸 /"\カリ /"\原産国：日本 //" A / !# ")/ ")"0 ")A#*4

H !**0年 4月製造 ")"/A ")""## ")""A ")""A# ")""!! ")""# ")A!+A,-（*"年代）
$ !**0年 #月製造 ")"/A ")""#/ ")""A ")"!+ ")""!+ ")""# ")A"!#

H !*0!年 !月製造圧力ボンベより採取 ")"4A ")""#4 ")""A ")""0! ")"""0! ")""# ")A/4A,-（0"年代）
$ !*0"年 4月製造圧力ボンベより採取 ")"+/ ")""AA ")""A ")"!+ ")""!0 ")""# ")A80!

H !*8"年 !"月製造圧力ボンベより採取 ")"!8 ")""## ")""A ")""#4 ")"""+* ")""# ")A"##,-（8"年代）
$ !*8/年 !!月製造圧力ボンベより採取 ")"#+ ")""+* ")""A ")""48 ")"""*/ ")""# ")A"0!

H !**0年 A月製造 ] ")""A ")""/* ")"""40 ")""# ")A"##-.-（*"年代）
$ !**8年 8月製造 ")"4" ")""8+ ")""A ")"/+ ")""!/ ")""# ")A4/*

H !*0"年 A月製造グランドコンデンサ余材より採取 ] ")""A ")""// ")"""/# ")""# ")A#A4-.-（0"年代）
$ !*0!年 8月製造冷却器余材より採取 ")"4! ")""44 ")""A ")"!+ ")"""A ")""# ")A"A"

H !*8"年 !月製造オイルクーラー余材より採取 ")"8+ ")""88 ")""A ")""8/ ")""!" ")""# ")A/*8-.-（8"年代）
$ !*8"年 /月製造オイルクーラー余材より採取 ")"A0 ")""A+ ")""A ")"// ")""!" ")""# ")A!/4

H !**0年 !"月製造 ] ")""4 ")""#" ")"""0/ ")""/ ")8+04銅（*"年代）
$ !**0年 4月製造 ] ")""A ] ")""# ")A!+8

H !**0年 !月製造 !" ")/ ")"+ ")!0 ")""8 ")""# ")A"A+アルミニウム
（*"年代） $ !**0年 #月製造 0)" ")!" ")"8 ")4* ")"!/ ")"/ ")A#40

H !**0年 A月製造 ")!4 ")"#" ")"8 ")"!0 ")""#8 ")"/ ")+**!鉛（*"年代）
$ !**0年 +月製造 ")!+ ")"!8 ")"0 ")"!4 ")""#! ")"/ ")+4A4

H 関西ペイント製白色 !! ")# ")# /" ")4 ")"A ")A+8#

金
　
　
　
属

塗料
$ 大日本塗料製白色 !# ")# ")/ A)0 ")!8 ")"# ")A"4"

備考 !)分析結果は、A回測定の平均値とその標準偏差（!σ）を示した。なお、カメラレンズの場合は、試料分解工程で得られた酸抽出
液及び残さ溶解液について、それぞれ A回測定した平均値とその標準偏差（!σ）を求め、両者を合計した値である。

備考 /) ]は、検出目安以下を示す。また、検出目安の数値は、ブランク値の標準偏差の #倍に相当するウランあるいはトリウム濃度から
算出した検出下限値である。
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D)肥料
　γ線スペクトロメトリー測定結果を表
2-3、K,C6I-を用いた分析結果を表 2-4に
示す。
　測定した肥料の天然放射性核種濃度は、
126/#/ で ")"!" から !#O $:;<=、.6/#0 で
")"4Aから !!""O$:;<=程度であった。また、
γ線放出核種については、主に 364"、
C(6/#4?、$G6/!4、C76/!/、1R6/"0 等が検
出された。特に 364" については #!""～
04""O$:;<=程度含まれており、コンクリー
ト中の 364"に比べ !桁程度高い値であっ
た。

#'金属の $%の実測評価
　γ線スペクトロメトリー測定結果を表 2-5、
K,C6I-による分析結果を表 2-4に示す。
　金属試料のγ線スペクトロメトリー測定
結果より、8"年代 ,-、-.-及び *"年代 -.-
において人工放射性核種（,56+"　それぞれ
")"!*、")!#、")"#+O$:;<=）を検出した。
　それ以外の鉄試料、非鉄金属試料について
は、人工放射性核種は検出下限以下であった。

　K,C6I-による .6/#0、126/#/分析結果で
は、鉄試料 &,-^-.-'及び銅については .6

/#0：検出下限～")"8+O$:;<=、126/#/：検出
下限～")"/+O $:;<= 程度であった。また、鉛
は .6/#0：")!4及び ")!+O$:;<=という結果で、
鉄に比べ !桁程度高い値であった。さらにア
ルミニウムについては .6/#0：0)" 及び !"

$:;<=、126/#/：")!0及び ")4*O$:;<=であり、
鉄に比べ /桁程度高い値であった。塗料につ
いては、.6/#0 で !!、!#O $:;<=、126/#/ で
A)0、/"O $:;<= という結果となり、他の金属
に比べて高い値であった。

&$ クリアランスレベルとの比較

　日用生活用品等に通常含まれている天然放射
性核種等の濃度と比較して、クリアランスレベル
が相対的にどの程度のレベルであるかが理解で
きれば、クリアランスレベルによる区分を実施す
る際の社会的な理解の一助となると考えられる。
　ここでは、コンクリートに含まれる天然放射性
核種の中で最も濃度が高い 364" を指標核種とし、
人体に対する放射線被ばくの観点から、日用生活

表 2-5　金属試料のγ線スペクトロメトリー測定結果
単位：$:;<=

,56+" ,_6!#8
試料名 試料形状、仕様等

濃度 計数誤差 検出目安 濃度 計数誤差 検出目安
試料重量
（<=）

H マリネリ容器形状に加工 !**0年 4月製造 ")"!+ ")""A0 ")"/4 6")"!! ")"!+ ")"48 4)"4",-（*"年代）
$ マリネリ容器形状に加工 !**0年 #月製造 ")"!0 ")""A8 ")"/# 6")"// ")"!+ ")"48 4)"!A

H 圧力ボンベより採取、升型に加工、!*0!年 !月製造 ")""++ ")""A! ")"/! ")"!+ ")"!/ ")"#+ 4)4+!,-（0"年代）
$ 圧力ボンベより採取、升型に加工、!*0"年 4月製造 ")""#" ")""AA ")"/# ")"!* ")"!/ ")"#A 4)4/4

H 圧力ボンベより採取、升型に加工、!*8"年 !"月製造 ")""!+ ")""A# ")"/# ")"!! ")"!/ ")"#8 4)48#,-（8"年代）
$ 圧力ボンベより採取、升型に加工、!*8/年 !!月製造 ")"!* ")""+" ")"!4 ")"!# ")"#0 4)4#A

H マリネリ容器形状に加工 !**0年 A月製造 ")""#0 ")""A" ")"/! 6")""!4 ")"!A ")"4A 4)"#0-.-（*"年代）
$ マリネリ容器形状に加工 !**8年 8月製造 ")"#+ ")""8" ")"/! ")"!+ ")"40 4)"4*

H グランドコンデンサの余材より採取、升型に加工、!*0"年 A月製造 ")"!! ")""A+ ")"/# 6")"!+ ")"!# ")"#0 4)A*/-.-（0"年代）
$ 冷却器の余材より採取、切り子状に加工、!*0!年 8月製造 6")"#! ")"/! ")"08 ")"/" ")"A! ")!A ")+8++

H オイルクーラーの余材より採取、切り子状に加工、!*8"年 !月製造 ")"8+ ")"4/ ")!0 6")!# ")"*! ")/8 ")4"//-.-（8"年代）
$ オイルクーラーの余材より採取、切り子状に加工、!*8"年 /月製造 ")!# ")"/* ")"+" ")"A+ ")!8 ")+//8

H マリネリ容器形状に加工 !**8年 !"月製造 ")"""*! ")""A# ")"// ")"!/ ")"!+ ")"48 4)A+!銅（*"年代）
$ マリネリ容器形状に加工 !**0年 4月製造 ")""/4 ")""4* ")"/" 6")""4* ")"!A ")"4A 4)A+!

H マリネリ容器形状に加工 !**0年 !月製造 ")"/# ")"!/ ")"4+ ")"// ")"/+ ")"88 !)#A+アルミニウム
（*"年代） $ マリネリ容器形状に加工 !**0年 #月製造 6")""A# ")"!! ")"48 ")"#" ")"/A ")"8A !)#A/

H マリネリ容器形状に加工 !**0年 A月製造 6")""!+ ")""4A ")"!8 ")"/0 ")"/! ")"+/ A)8**鉛（*"年代）
$ マリネリ容器形状に加工 !**0年 +月製造 ")""8/ ")""4+ ")"!0 ")"4/ ")"/" ")"+! A)0"/

H 関西ペイント製白色 6")"#! ")"#" ")!/ 6")"A* ")"+* ")/! !)"44塗料
$ 大日本塗料製白色 ")"!4 ")"#+ ")!4 ")"#/ ")"00 ")/+ !)""A

備考 !)分析結果は、放射性核種濃度及び計数誤差ともに有効数字 /桁で示した。
なお、,56+"については、!)!8I>`及び !)##I>`の両ピークの分析結果の荷重平均値を放射性核種濃度及び計数誤差とした。

備考 /)分析結果は、日本分析センターが試料を受領した日に減衰補正した値である。（金属：!**0;!";#"塗料：!**0;!!;/4）
備考 #)放射性核種濃度がその計数誤差の #倍以下のものついては、誤差の #倍の値を「検出目安」の欄に示した。

,56+"については次のような場合に、!)!8I>`及び !)##I>`のピークのうち誤差の小さい方の #倍の値を検出目安とした。
① !)!8I>`及び !)##I>`のピークの両方の放射性核種濃度がその計数誤差の #倍以下のもの
②両ピークの分析結果を荷重平均した放射性核種濃度が計数誤差の #倍以下もの

備考 4)分析結果は、バックグランド計数を差し引いており、その計数のゆらぎ等で放射性核種濃度が負を示すものもある。
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用品等に含まれる放射性核種濃度と等価な 364"

濃度（364" 相当濃度）を求めることによって比
較を行った。364" 相当濃度は、日用生活用品等
に含まれる各放射性核種濃度に、364" に対する
相対重要度を乗じたものを合計することによっ
て求めた。
　ここで、相対重要度は、364" と比較して各放
射性核種が潜在的に何倍の線量寄与能力を持っ
ているかを意味している。つまり、単位放射性核
種量（あるいは濃度）当たりの線量換算係数
（-W;$:又は -W;2／$:;?/）の比を意味している。
線量換算係数は、被ばくの形態（経口・吸入摂取
による内部被ばくと外部放射線による外部被ば
く）に応じて３種類あり、それぞれの 364" に対
する相対比の最大値を相対重要度として定義し
ている。364" 相当濃度は、被ばくシナリオに基
づく線量の評価を正確に反映したものではない
が、相対的な線量への寄与の目安を与えるもので
ある。

〔相対重要度〕＝?(a｛対象核種の経口摂取線量換算
係数;364" の経口摂取線量換算係数^対象核種の吸入
摂取線量換算係数;364" の吸入摂取線量換算係数^対
象核種の外部放射線量換算係数;364" の外部放射線
量換算係数｝

〔364" 相当濃度〕＝ b〔含有放射性核種濃度 &$
:;='〕×〔相対重要度〕cの核種ごとの合計値

クリアランスレベルが評価されている核種につ
いても同様に 364" 相当濃度を求め、日用生活用
品等に通常含まれる天然放射性核種等の 364" 相
当濃度と比較したものを図 3にまとめて示す。ク
リアランスレベル及び日用生活用品等に関する
364" 相当濃度は、ほぼ同じ濃度範囲に分布して
おり、評価されたクリアランスレベルが、日用生
活用品等とほぼ同じレベルにあることが分かる。

'．おわりに

　本報告は、資源エネルギー庁からの委託研究
「原子力発電施設解体放射性廃棄物基準調査」の
平成 0～!! 年度の成果のうち、表題（タイトル）
に該当する部分を抜粋したものである。
　なお、資料の収集、測定方法等に関しては、紙
面の関係で記述を省略したが、前述の報告書が、
（財）原子力発電技術機構の原子力発電ライブラ
リにて一般公開されているので参照することが
できる。

（斎藤隆義）

図 3　日用生活用品及びコンクリート、金属、クリアランスレベルの K-40 相当濃度
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センターのうごき

情報交換包括協定の締結と ()$*+,)-氏講演会の開催
　地層処分の円滑な推進のためには、海外の処分事業の状況や安全基準等の正確な地層処分関連情報を収集し、誰
もが利用できる形で公開していくことが不可欠です。
　原環センターでは、地層処分関連情報を収集・整備するために各国の関連機関と情報交換を進めており、これま
でに、フランス・放射性廃棄物管理機構（HFY@H）、スウェーデン・核燃料・廃棄物管理会社（-3$社）、スイス・
国家放射性廃棄物管理組合（FH%@H）、フィンランド・ポシヴァ社（CT-K`H社）、ドイツ・放射性廃棄物処分場建
設・運営会社（Y$S社）、米国・サンディア国立研究所（-FZ）、スペイン・放射性廃棄物管理会社（SF@S-H）、
台湾・（財）核能科技協進會（Fd-1H）と情報交換包括協定を締結致しました。今後とも、他の国々の関連機関との
情報交換について検討を進めていく予定です。
　収集した情報は、現在、弊センターのホームページ上で公開してお
ります。各国の最新の情勢についても、上記機関から速やかに正確な
情報を得、ホームページに反映しております。
　また、この活動の一環として、米国O放射性廃棄物技術評価委員会
（FX1@$，+月）、米国Oカリフォルニア大学バークリー校（.,$FS，8
月）、放射性廃棄物処分場建設・運営会社（!" 月）、ポシヴァ社（!"
月）よりそれぞれ講師をお招きし、講演会を開催致しました。特に、
フィンランドの実施主体ポシヴァ社の研究担当理事であるヴィラ博士
（写真）による講演会では、参加者はマスコミ関係者を含め !/"名を超
え、海外の地層処分の状況に対する関心の高さが示されました。

ガス移行モデリングワークショップの開催
　原環センターでは、スイスのグリムゼル試験場で人工バリアと周辺
岩盤を組み合わせた試験施設でガス移行挙動評価のための原位置試験
を実施しています。平成 !#年 !"月 /*、#"日、この実験のガス移行挙
動を評価するためのモデル化に関する国際ワークショップが日本で開
催され、FH%@H（スイス）、.C,（スペイン）、$%@（ドイツ）、HFY@H
（フランス）及び日本の大学・研究機関等から多数の参加者がありまし
た。ワークショップでは、原位置試験のデータを基に、各研究者の解
析コードの解析結果を紹介するとともに、今後の試験の進め方、解析
モデルの作成方法等貴重な議論が行なわれました。

原環センター研究発表会の開催
　平成 !#年 !!月 !/日（月）午後、石垣記念ホールにおいて !A"名の
参加者を得て開催されました。「原環センターの今後」、「放射性廃
棄物対策にかかわる情報研究」及び「人工バリアの性能評価にかかわ
る現状と課題」の # テーマについて発表を行うとともに横浜国立大学
室井O尚助教授による講演O技術とアートの融合－「インセクトワール
ド」の冒険が行われました。

平成 "&年度調査研究受託状況
　平成 !#年 *月 !日以降、!!月末までの間で、次の受託契約が行われました。

委　託　者 調O O O査O O O研O O O究O O O課O O O題 契約年月日
電力各社等 ・1@.核種を含む放射性廃棄物の安全確保に関する研究

・放射化金属等廃棄体の基本性能に関する研究
・放射能レベルの比較的高い低レベル放射性廃棄物の集中処理の具体化に関する研究
・硝酸塩による 1@.廃棄物処分の核種移行への影響に関する研究

!#)O!!O)/
!#)O!!O)A
!#)O!!O)A
!#)O!!O)+

YE)`GE(氏講演会

ガス移行モデリングワークショップ

原環センター研究発表会

編集発行 財団法人*原子力環境整備促進・資金管理センター
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